
収入保険も加入し高品質生産へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中島で代々かんきつ栽培をしています。園芸施設共済には父の代か

ら加入しています。大きな被害に遭ったことはありませんが、近年の

異常気象は異常といえるほどで、これまでは大丈夫だろうと思ってい

たことが通用しなくなってきました。万が一の備えとして、また経営

を守る一つの柱として加入を続けることの大切さを感じています。 

 特に離島なので、台風の被害を受けることがよくあり、毎年のリス

クと隣り合わせで、台風シーズンは毎年ひやひやします。自分でもし

っかり備えていますが、園芸施設共済に加入しているという安心感は

心の支えになります。 

 ここ中島は、温暖な気候と水はけの良い土壌に恵まれ、おいしいか

んきつが育つ産地です。園芸施設共済や収入保険に加入し、栽培や経

営のリスクと向き合いながら、高品質のものを生産していきたいと思

います。 

 事故や被害、補償対象など園芸施設共済の適用範囲がさらに広がっ

ていくことを期待しています。 

2026 年 3 月発行 農業共済新聞四国版より抜粋 

松山市  

土井 駿吾さん 


